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１ 行列 A，B を

A =

(
1 2
2 3

)
, B =

1 2 3
2 4 5
3 5 6


により定義するとき，(1) A については固有値と対応する固有ベクトルを求め，(2) B については

固有値が実数であることを示せ．

(解) (1) A の特性方程式は

0 = det(A− λE) = det

(
1− λ 2
2 3− λ

)
= (1− λ) (3− λ)− 4 = λ2 − 4λ− 1

であるから，固有値は
λ− = 2−

√
5, λ+ = 2 +

√
5

である．ν ∈ {−,+} に対して，固有値 λν に対応する固有ベクトル (xν , yν)
T は

0 = (A− λν)

(
xν

yν

)
=

(
(1− λν)x+ 2 yν
2x+ (3− λν) yν

)
の非自明な解であるから，xν = −2 t，yν = (1− λν) t （t ̸= 0 は任意）と表される．したがって，

固有値 λ− および λ+ に対応する固有ベクトルはそれぞれ(
−2

−1 +
√
5

)
,

(
−2

−1−
√
5

)
である．

(2) B の特性方程式は

0 = Φ(λ) = det(B − λE) = det

1− λ 2 3
2 4− λ 5
3 5 6− λ


= (1− λ) (4− λ) (6− λ) + 2 · 5 · 3 + 3 · 2 · 5− 3 · 3 · (4− λ)

− 2 · 2 · (6− λ)− 5 · 5 · (1− λ) = −λ3 + 11λ2 + 4λ− 1

であるから，B の固有値は重複を含めて 3 個ある．また，中間値の定理と

lim
λ→−∞

Φ(λ) = +∞, Φ(0) = −1, Φ(11) = 43, lim
λ→+∞

Φ(λ) = −∞

より B の固有値は区間 (−∞, 0)，(0, 11)，(11,+∞) にそれぞれ 1 個ずつあり，B のすべての固

有値は実数である．


